
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集･発行 智頭町農業委員会 

        

                             

 

農地

 

「見える化」を実現！ 
見つける･見抜く･見きわめる 

表紙写真 

満開の桜が背に広がる、耕作放棄地再生事業の圃場。

委員自ら草刈・耕耘・植苗・水やり等を実施。秋には

コスモスが揺れ、収穫に顔もほころんだ。 

 
 
 
 

平成２５年度 
 



農協 

農業共済組合 

土地改良区(各１人) 

 

議会推薦(４人以内) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 
農業委員会系統組織の体系 
 
  【 構 成 】                      【 業 務 】 
 

    

会員 

 

会議員 

 

                  

                 賛助員 

                          会   議員 

 

  
 

選任委員 
 

選挙委員 
 

  

 

市町村農業委員会の概要（赤字は農地白書作成の根拠） 

 

 

 

 

 

 

農地白書の発刊に当たって     

 

平成２５年度の農地白書につきましては、平成２２年から平成２４年を比較 

した智頭町の農業に関する内容をグラフ化しています。 

これは、農地を守り活かす全県運動の一環として「見える化」を図ったもの 

ですが、農業委員会の活動も含め、皆様にご理解いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

平成２６年 月 

 
農業委員会等に関する法律 
(昭和 26年制定) 

 

根
拠
法 

市町村に設置されている行政機関 
(選挙･選任委員で構成する合議体の 
行政委員会) 

組 

織 

 

農業委員定数１６人（平成 23 年 7月定） 

(うち選挙委員１０人、選任委員６人） 
構 

成 

①農地法等規定に基づく許認可に係る事務処理 

◆農地法及びその他の法令によりその権限に属
された農地等の利用関係の調整に関する事項 
◆農業経営基盤強化促進法等 
②地域農業振興を図る促進業務(農業振興業務) 

◆農地等の確保、利用集積等の効率的な利用促
進に関する事項 
◆法人化その他農業経営の合理化に関する事項 
◆生産･経営･生活に関する調査研究と情報提供 
③農業･農業者に関する意見の公表,建議及び答申 
◆農業・農民に関する事項について意見の公表、
建議及び諮問に応じて答申 

役
割(

所
掌
業
務)

 

智頭町農業委員会 

会長 小林 功 

全国農業会議所 

都道府県農業会議 

市町村農業委員会 

総会 
常任会議
員会議 

総会 農 地

部会 

その他

部会 

市町村 

・意見の公表、行政庁への建議、諮問に応ずる答申 

・都道府県農業会議の業務に対する指導・連絡 

・情報提供、調査及び研究等 

(法令業務) 

・農地法に基づく農地の権利移動の許可、 

農業経営基盤強化促進法に基づく農

用地利用集積計画の決定等 

(振興業務) 

・農地等の農業上の利用の確保 

・農地等の利用集積、効率的な利用促進 

・法人化、農業経営の合理化 

・調査及び研究、情報提供等 

農 業 者 

県農協中央会の会長、副会長 

又は理事(１人) 

県農業共済連等の理事(１人) 

県区域又はその一部区域の農

協、農協連合会の理事又は経営

管理委員(若干人) 

農業の改良発達を目的とする 

団体の理事(代表者)(若干人) 

学識経験者（若干人） 

(法令業務) 

・農地法に基づく県知事の農地転用許可に

当たっての意見具申等 

(振興業務) 

・意見の公表、建議、諮問に応ずる答申 

・情報提供、調査及び研究等 

・農業委員会への助言・協力 

 



 

目     次 

 

 

 

 

農地白書の発刊に当たって （表紙の内面） 

農業委員会系統組織の体系 

市町村農業委員会･農業会議の概要 
  

 

【農業委員会活動】 
 

   図１ 農地の権利移動等の動向        １ 

 

図２ 遊休農地発生防止・解消の動向     ２ 

 

        図３ 農地の利用集積の動向         ３ 

 

        図４ 農地筆数及び１筆平均面積       ４ 

 

        図５ 生産調整（転作作物別）の動向 

 

        図６ 水張り水田(保全)の動向 

 

        図７ 中山間地域等直接支払への取組みの動向 ５ 

 

    

【農業委員会系統組織活動の実績】 
 

    市町村農業委員会の主な建議事項他      ６ 

 

 

 

 

〈付〉 

 

 農業委員名簿      （裏表紙の内面） 

 市町村の風土      （裏表紙） 

 

 



- 1 - 

 

5 3

24 23

65

43

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
（件）

2010

(平22)

2011

(平23)

基盤強化促進法

農地法第３条

相続等の届出

69

94

件 数

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 農地の権利移動等の動向 

 

農 業 委 員 会 活 動 

【農業委員会活動整理カード】より 

       

権利移動は、件数・面積とも減少。転用の件数は前

年と比較して３分の１に減少したが、１件あたりの

面積が多い。 

県全体 

農地の権利移動の 90％

以上は、農業経営基盤強

化促進法によるもの。 

相続等の届出も着実に進

む。 

～権利移動面積の減少～

￥         ～ 

～農地の権利移動は微増 
転用は微減～ 

農地の権利移動 農地転用 

資料：農林水産省 「農地権利移動・借賃等調査結果」 

農地の権利移動 

農地転用 

0.3 0.2 

2.7 

5.6 

11.4 

8.5 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

2010

(平22)

2011

(平23)

（ha）

基盤強化促進法

農地法第３条

相続等の届出

14.314.4

面 積

17

6

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18
（件）

2010

(平22)
2011

(平23)

農地法第４・５条許可

件 数

0.4 0.4 

0.0

0.1

0.1

0.2

0.2

0.3

0.3

0.4

0.4

0.5
（ha）

2010

(平22)
2011

(平23)

面 積

農地法第４・５条許可

144 181
593 507

6,555 6,516

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000
（件）

2010

(平22)

2011

(平23)

基盤強化促進法

農地法第３条

相続等の届出

7,2047,292

件 数

57.6 70.2
134.3 124.4

2,233.5 2,223.3 

0.0

500.0

1,000.0

1,500.0

2,000.0

2,500.0

3,000.0

2010

(平22)
2011

(平23)

（ha）

基盤強化促進法

農地法第３条

相続等の届出

2,417.92,425.4

面 積

227 210

472

385

0

100

200

300

400

500

600

700

800
（件）

2010

(平22)
2011

(平23)

農地法第４・５条許可

農地法第４・５条届出

595

699

件 数

12.8 11.9 

30.1 

23.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

（ha）

2010

(平22)

2011

(平23)

35.2

42.9

面 積

農地法第４・５条許可

農地法第４・５条届出



- 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
解消目標面積 

(ha) 

平成 22 年度 0.50 

平成 23 年度 9.26 

平成 24 年度 3.00 

図２ 遊休農地発生防止・解消の動向 

 

全体調査後の指導等により遊休農地率も

低下してきたが、中山間地のため１筆の

面積が少ない農地が多く、後継者不足等

の影響もある。 

 

～ 遊 休 農 地 率 減 少 ～           

～ 

県全体 

平成24年は前年に比べ17ha遊休農地は

微増したが、遊休農地率は前年に同じ

(3.2％) 

農業委員会の利用状況調査結果に基づ

く指導や国の事業の活用が実を結びつ

つある。 

～遊休農地解消へ～ 

「遊休
ゆうきゅう

農地
の う ち

」 

耕作放棄地や不作付け地等のこと。過去 1 年間以上の間(実質的

には 2年以上)、不作付けの状態となっている農地。平成 21 年に改

正された農地法では、①1 年以上にわたって農作物の栽培が行われ

ておらず、かつ、今後、農地所有者等の農業経営に関する意向、農

地の維持管理(草刈り、耕起等)の状態等からみて、農産物の栽培が

行われる見込みがない、②農作物の栽培は行われているが、周辺の

同種の農地において行われる栽培方法と比較して著しく劣ってい

るときなどは、農業委員会が必要な指導を行うことになっている。 
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集積目標面積 

(ha) 

平成 22 年度 3.0 

平成 23 年度 4.9 

平成 24 年度 4.9 

図３ 農地の利用集積の動向 

 

目標面積は達成しているものの、認定農

業者が増えないため伸び悩んでいる状況

である。 

～集積の面積・率とも横ばい～ 

           ～ 

～担い手へ進む農地の集積～ 

毎年着実に集積が進んでいる。 

特に平成23年は前年に比べ782.3ha増とな

り、八頭町・伯耆町で 100ha 以上増加して

いる。 

県全体 

集積面積は、認定農業者等への集積した面積です。

（農業経営基盤強化促進法および農地法による） 

 

7.0 7.1 7.1

557.0

706.6 707.1

1.3 

1.0 1.0 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2010

（平22）

2011

（平23）

2012

（平24）

(ha) (%)

集積面積

管内農地面積

集積率

5,901.1 6,683.4 6,920.6 

35,761.8 35,820.2 35,784.9

16.5 

18.7 
19.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

2010

（平22）

2011

（平23）

2012

（平24）

(ha) (%)

集積面積

管内農地面積

集積率



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田
6

畑
1 a

a
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田
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畑
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217.14ha
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実績算入
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20.1％
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5.0％

1.8％ 0.3％
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26.5％県分

図５ 米の生産調整（転作作物別）の動向 

 

図４ 農地筆数及び１筆平均面積 

 

図６ 水張り水田(保全)の動向 

転作作物は毎年同じような割合で推移しているが、自己保

全面積が増加している。高齢化・後継者不足の影響か。 

～ 自 己 保 全 は 増 加 ～           

～ 

町内の面積の９３％が山

林のため、県平均と比べ

て面積の小さい畑が多

い。 

～中山間地のため面積小        

～ 

資料：農業委員会 

資料：鳥取県生産振興課 

資料：鳥取県生産振興課 

(注) 
＊穀類はそば等含む 
＊野菜は特例作物含む 
＊花きは種苗類含む 
＊その他は土地改良等通年施工、
林地・養魚、自己保全、 
調整水田含む 
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山郷村

智頭町

図７ 中山間地域等直接支払制度への取組みの動向 

 

集落に交付金が支払われるため、制度の

利用は６０％に増加、集落での積極的な

取り組みが進んでいる。 

～２年間で面積は２倍に～          

～ 

資料：鳥取県農地・水保全課 

【協定数】 41    

「中山間
ちゅうさんかん

地域
ち い き

等
とう

直接
ちょくせつ

支払
しはらい

制度
せ い ど

」 

平地に比べて不利な生産条件を補うた
め、水路の草刈りや排水路の補修などの地
域活動を担う集落に、交付金を支払う制度 

直接支払
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１ 市町村農業委員会の主な建議事項 

   平成２２年度農業行政に対する建議(要旨)      

政府はＴＰＰへの参加は絶対行わないこと。国際交渉を進めるに当たっては、

農業・農村に配慮するとの従来の方針を堅持することを、県さらには国に要望す

ることを町長に要請。 

２ プロジェクト活動等の概要 

耕作放棄地再生事業への取組み  

平成 25 年 5 月 事業開始 

耕作放棄地再生実践圃場『ひだまり農園』 

農業委員・事務局 17 名参加 

田 ２筆 1,520 ㎡ 

栽培作物 サツマイモ・カボチャ・コスモス・ひまわり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料理講習会の実施 

毎年開催している講習会を、『ひだまり農園』 

で収穫されたさつまいもを使用して実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業委員会系統組織活動の実績 

～農政・建議・プロジェクト等の活動強化と情報公開～ 

出発式及びﾊﾟﾄﾛｰﾙ風景 



- 7 - 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用語解説 

図５ 

「実績
じっせき

参 入
さんにゅう

」 

米の生産調整における一つの計算手法。生産調整

実施面積の要素で、対象水田を稲作以外の用途等に

使用すること。加工用米や一定の条件を満たす果樹

の生産などを実施した水田については、助成金の交

付対象とせず、その面積だけを生産調整の実績とし

て算入する。実績算入カウントという。 

 

図７ 

「中山間
ちゅうさんかん

地域
ち い き

」 

統計においては、中間農業地域と山間農業地域を

あわせた地域。林野率が 50％以上で耕地率が 20％

未満の地域が含まれる。日本の国土面積の 63％が

中山間地域。（鳥取県は 72％が中山間地域） 

 

参考 

「耕作
こうさく

放棄地
ほ う き ち

」 

農林業センサスでは、調査日以前 1年以上作付け

せず、今後数年の間に再び耕作するはっきりした意

思のない土地をいう。なお、これに対して、調査日

以前 1年以上作付けしなかったが、今後数年の間に

再び耕作する意思のある土地は不作付け地といわ

れ経営耕地に含まれる。 

 

図３ 

「農地
の う ち

の利用
り よ う

集積
しゅうせき

」 

所有権の移転、利用権の設定、作業受託などによ

って農地を集積すること。 

 

参考 

「農地
の う ち

流動化
りゅうどうか

」 

農地の権利移動のこと。貸借(賃借権・利用権の

設定・移転)、売買(所有権の移転)による移動のこ

と。 

 

参考 

「農地
の う ち

流動化率
りゅうどうかりつ

」 

担い手へ集積されている作業受託を含めた農地

面積割合(農地の貸し借りまたは農作業を受託して

いる面積の割合)。 

 農地流動化率(%)＝(農地法第 3 条許可による権

利移転面積＋農業経営基盤強化促進法による権利

の設定移転面積)－(無償所有権移転面積＋有償所

有権移転のうち交換面積＋使用貸借による権利の

設定移転面積＋賃貸借による権利の転貸移転面積

＋農業経営基盤促進事業による経営受託面積)／農

振地域内の現況農用地面積 

 

図５ 

「土地
と ち

改良
かいりょう

通年
つうねん

施工
せ こ う

」 

米の生産調整において、土地改良通年施工の対象

になるのは、ほ場整備事業(区画整理その他の面的

工事に限る)、客土事業、その他土地改良事業のう

ち前述 2つに該当する工種、それらのうち工事計画

期間が稲作期間と連続しておおむね 1 ヶ月以上重

複しているもの。 

 

図５ 

「景観
けいかん

作物
さくもつ

」 

病害虫防除、雑草抑制などに役立つとともに農村

の景観を豊かにする作物。菜の花、レンゲ、ソバな

ど。 

 

資料：全国農業会議所発行 

   「新・よくわかる農政用語」 



 

 

農業委員名簿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番

号 
選挙・選任別 役 職 氏 名 担 当 地 区 

１ 選任（議会） 会 長 小林  功 
木原・三明・塩田・長瀬・天木・横田・石

田・紺屋土居 
 

２ 選 挙  浅見 公昭 篠坂・毛谷・大内・郷原・西野 

３ 選 挙  小林 敏郎 大屋・早瀬・真鹿野 

４ 選任（議会）  白岩 淳代 芦津・八河谷・大呂 

５ 選 挙  藤原 和寛 西谷・福原・駒帰 

６   欠 番  

７ 選 挙  小林 善昌 
上市場・奈留・米井・沖代・岡田・中島・

湯屋・鳥巣 

８ 選任（共済）  山中 眞守 三田・山根・穂見 

９ 選 挙  小川 壽朗 東宇塚・西宇塚・河津原 

10 選 挙  浮田 博司 大坪・十日市・慶所・土師駅前・山田 

11 選 挙  谷口 道紀 岩神・坂原・中田 

12 選任（議会）  河村百喜平 尾見・中原 

13 選任（議会）  三輪圭一郎 野原・奥本・大背 

14 選 挙  岩本 年美 
河原町・中町・上町・段・本折・久志谷・

下町・板井原・市瀬 

15 選 挙  西村 孝司 口波多・波多・口宇波・宇波 

16 選任（農協） 
会 長 

職務代理 
西尾 寿行 惣地・新見 

山郷村

智頭町

智頭地区 ⑦小林 

     ⑭岩本 

富沢地区 ⑪谷口 

     ⑮西村 

     ⑯西尾 

那岐地区 ③小林 

     ⑨小川 

     ⑬三輪 

土師地区 ①小林 

     ⑧山中 

     ⑩浮田 

山郷地区 ⑤藤原 

     ⑫河村 

山形地区 ②浅見 

     ④白岩 



 

 

    智頭町の風土 ～農地・農業ポテンシャルの開花(潜在力･可能性)～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

       

                             

【智頭町農業委員会】                       
 
住 所  〒 689-1402 

 鳥取県八頭郡智頭町大字智頭 2072 番地 1 智頭町役場 2階 
電 話   0858-75-4121 
ＦＡＸ   0858-75-4124 
E－mail   chizu@town.chizu.tottori.jp（代表）  
ホームページ  http://cms.sanin.jp/p/chizu/nougyouiinkai/ 
 

 

 

町の花：どうだんつつじ 

町の木：杉 

 

「みどりの風が吹く疎開のまち」智頭町は、鳥取県の東南に位置し、西

と東は岡山県に接しています。周囲は 1,000ｍ級の中国山脈の山々が連

なり、その昔から、長い年月を経て、あの鳥取砂丘の砂を育んだ源流のま

ちです。まちの総面積の９割以上が山林で、スギをはじめとする見渡すか

ぎりの緑が一面に広がります。春には、ソメイヨシノ、シャクナゲ、ドウ

ダンツツジ、夏には清涼な緑が、秋は紅葉、そして冬には雪化粧と、１年

を通してまちを彩る植物や、美しい自然にあふれています。 
 

町 章 

智頭町の頭文字「チ」と杉を円形に図案化 

mailto:chizu@town.chizu.tottori.jp

